
市
政
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
皆
さ
ん
が
、
市
長
を
囲
ん
で
記
念
撮
影

功績をたたえて

市
政
功
労
者
・
消
防
功
労
者
を
表
彰

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
、市
政
の
発
展
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
か
た
が
た
に
表
彰
状
や
感
謝
状
な

ど
を
贈
り
、そ
の
功
績
を
た
た
え
る
平
成
１３
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
式
が
１１
月
１０
日
に
、ま
た
消
防
功

労
者
の
表
彰
式
が
１２
月
１
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。当
日
受
賞
さ
れ

た
か
た
が
た
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
功
労
者
表
彰

◆
自
治
功
労

自
治
協
力
員
１２
年
以
上
の
か
た

▼
片
桐
伸
夫
氏

◆
保
健
衛
生
功
労

市
立
学
校
医
・
学
校
薬
剤
師
１２
年
以
上

の
か
た

ほ
う
し
ゃ
く

▼
磯
野
恒
雄
氏（
学
校
医
）▼
寳
積
克
彦
氏

す

わ

は
ら

（
同
）▼
諏
訪
原
淑
子
氏（
学
校
薬
剤
師
）▼

山
田
芳
久
氏（
同
）

◆
産
業
功
労

産
業
関
係
団
体
役
員
１２
年
以
上
の
か
た

と
し
つ
ぐ

▼
大
友
敏
嗣
氏（
管
工
事
業
協
同
組
合
理

事
）

◆
交
通
安
全
功
労

交
通
安
全
団
体
役
員
１２
年
以
上
の
か
た

は
つ

え

▼
上
野
初
榮
氏（
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
長
）

◆
消
防
功
労

消
防
団
分
団
長
１５
年
以
上
の
か
た

も
り

▼
島
村
孝
章
氏（
第
１
分
団
長
）▼
宮
野
守

お郎
氏（
第
７
分
団
長
）

◆
文
化
功
労

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
１２
年
以
上
の

か
た
、
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
郷
土

の
名
誉
の
高
揚
に
寄
与
し
た
か
た

し
ょ
う

じ

▼
池
原
昭
治
氏（
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
）▼
狭
山
市
立
東
中
学
校
吹
奏
楽
部（
第

４９
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
銅
賞
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
功
労

ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
郷
土
の
名
誉
の
高
揚
に
寄
与
し
た
か
た

▼
田
中
進
一
氏（
第
３６
回
全
国
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳
自
由
形
５０
ｍ
１
位・

２５
ｍ
２
位
）▼
濱
中
武
直
氏（
シ
ド
ニ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

あ
い

投
手
コ
ー
チ
）▼
伊
藤

藍
氏（
平
成
１２
年

度
日
本
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
２
部

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
）▼
長
沼
正
人
氏（
第
５５
回

国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
少
年
男
子
出
場
）▼
小
玉
卓
矢

氏（
第
８２
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

あ
か
ね

大
会
出
場
）▼
細
野

茜
氏（
第
２８
回
全
日

本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
女
子
１

０
０
ｍ
・
２
０
０
ｍ
出
場
）▼
狭
山
フ
レ
ン
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埼玉県知事表彰

１１月１４日に、狭山市から次のかたがたが県知事表
彰を受賞されました。おめでとうございます。当日、
受賞されたかたをご紹介します。

宮岡昭三氏（元狭山市議会議員）
永年にわたり、狭山市議会議員と
して地方自治の振興発展に尽力され
ました。この間、市議会議長、総務経
済常任委員会委員長および副委員
長、決算特別委員会委員長等を歴任

し、市政の発展に多大な貢献をした功績が認められ、
表彰されました。

島�榮一氏（広告美術工）
永年にわたり、広告美術工として
従事し、特にポスター等のペイント
仕上げに卓越した技能を発揮してこ
られました。この間、埼玉県屋外広告
業協同組合技能士会理事、埼玉県技

能検定委員として、業界発展および後進技能者育成
に取り組まれた功績が認められ、表彰されました。

消
防
功
労
者
表
彰

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
表
彰

も

と

き

特
別
功
労
章
本
木

茂
氏

一
等
功
労
章
山
�
忠
洋
氏
ほ
か
８
名

二
等
功
労
章
小
澤
俊
夫
氏
ほ
か
９
名

三
等
功
労
章
松
本
伸
幸
氏
ほ
か
１２
名

消
防
技
能
章
岩
澤
哲
也
氏
ほ
か
１０
名

機
関
技
能
章
筋
野
克
典
氏
ほ
か
６
名

三
等
勤
続
章
中
嶋

満
氏
ほ
か
９
名

民
間
優
良
防
災
団
体
自
衛
消
防
機
関
▼
特

定
医
療
法
人
社
団
清
心
会
至
聖
病
院
自
衛

消
防
隊
▼
株
式
会
社
工
進
精
工
所
狭
山
工

い

そ

こ

場
自
衛
消
防
隊

消
防
功
労
章
▼
五
十
子

清
氏
▼
市
川
恵
司
氏
▼
仲

達
二
氏
▼
宮

澤

勇
氏
▼
豊
泉

繁
氏
▼
金
子
三
郎
氏

◆
埼
玉
県
消
防
協
会
狭
山
入
間
支
部
表
彰

特
別
功
労
章
古
谷
浩
一
氏
ほ
か
１５
名

よ
し
ふ
み

一
等
功
労
章
井
上
好
史
氏
ほ
か
１３
名

二
等
功
労
章
本
橋
勝
則
氏
ほ
か
１７
名

そ

が

べ

三
等
功
労
章
曽
我
部
憲
三
氏
ほ
か
２５
名

◆
狭
山
市
消
防
表
彰

１５
年
勤
続
章
齋
藤
孝
之
氏
ほ
か
９
名

く
り
ば
ら

１２
年
勤
続
章
栗
原
昌
司
氏
ほ
か
９
名

９
年
勤
続
章
藤
巻
健
一
氏
ほ
か
１３
名

６
年
勤
続
章
石
川
岳
彦
氏
ほ
か
３３
名

３
年
勤
続
章
大
河
原
基
行
氏
ほ
か
２１
名

◆
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
退
職
消
防
団
員
▼
宮
木
義
則
氏

く
り
は
ら

（
元
第
１
分
団
分
団
長
）▼
栗
原
保
男
氏（
元

第
５
分
団
分
団
長
）▼
近
藤
博
彦
氏（
元
第

７
分
団
分
団
長
）▼
�
藤
和
男
氏（
元
第
７

分
団
部
長
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●
問
い
合
わ
せ
市
政
功
労
者
表
彰
は
秘
書

課
へ
内
線
５
０
５
１
、
消
防
功
労
者
表
彰

は
消
防
総
務
課
へ
�
９
５
３
‐
７
１
１
２

ズ（
第
２７
回
関
東
レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球
大
会

優
勝
）▼
狭
山
同
好
会（
第
４９
回
全
国
青
年

大
会
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部
出
場
）

▼
ホ
ン
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
�
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部（
第
４６
回
全
日
本
総
合
男

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
優
勝
）▼

ホ
ン
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
�
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部（
第
５２
回
全
日
本
総
合
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
出
場
）

◆
善
行
表
彰

善
行
が
あ
り
他
の
模
範
と
な
る
か
た

り
ょ
う
さ
く

▼
本
橋
良
作
氏
▼
み
ど
り
と
花
の
会

◆
感
謝
状

多
額
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
か
た

お
く
と
み
き

へ

い

▼
奥
富
喜
平
氏
▼
島
田
栄
一
氏
▼
株
式
会

社
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
▼
社
団
法
人

東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
▼
株
式
会
社
か
に
や

▼
狭
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
０
‐
Ｃ
地
区

平
成
１３
年
度

狭
山
市
交
通
安
全
作
品
最
優
秀
作
品

狭
山
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
募
集
し

た
交
通
安
全
作
品
に
４
千
４
０
６
点
の
応
募

が
あ
り
、審
査
の
結
果
入
賞
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。こ
の
入
賞
者
を
１１
月
１８
日
に
開
催

し
た
狭
山
市
交
通
安
全
市
民
大
会
で
表
彰
し

ま
し
た
。こ
こ
で
は
、各
部
門
で
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
部

気
を
つ
け
て

な
れ
た
道
こ
そ

右
左

御
狩
場
小
学
校
３
年

相
馬
勇
太
く
ん

◆
ポ
ス
タ
ー
の
部

狭
山
台
南
小
学
校
５
年

藤
井
ま
ち
子
さ
ん

◆
狭
山
一
短
い
交
通
安
全
の
手
紙
の
部

お
母
さ
ん
へ
…
…

出
か
け
る
と
き
の「
気
を
つ
け
て
ね
！
」

そ
の
一
言
で
気
も
ち
が
ち
ゃ
ん
と
す
る
よ
。

南
小
学
校
２
年

坂
口
由
佳
さ
ん

◆
俳
句
の
部

秋
澄
み
て
会
釈
で
ゆ
づ
る
車
椅
子

南
入
曽

平
川
益
枝
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
へ
内
線
３
６
９

３
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